
搬
消
掃
出
ヒ

古
瓦
の
1尋

究

1環

火
寺
綱
立
の

研
究

瞳美
萌
宮
城
郡
の

古
碑

濃
國
古
位
牌
の

碑
究

本
邦
e

於
｛ナ

る

堤
瓦
ゐ

費
究

漁・
ll：iT．

瓦
よ
り

見

iL
撲

蘇
文
化
iRIZ

総
乱．ツ

藤結松搾木石
澤中本野村則
　　　　捷
一．．一 d源　 ＿．． p

夫久吉濃郎作

各
素
語
っ
て
熱
意
あ
る
努
作
で
あ
り
、
新
し
い
こ
の
學
問
の
分
野
に
孜
々
と

し
て
研
鐙
の
歩
を
進
め
ら
れ
つ
㌧
あ
る
各
位
に
漁
野
し
て
、
先
づ
浦
…
胚
の
謝
意

を
捧
げ
ね
ば
な
ら
な
い
．
．
佛
　
教
考
古
學
研
究
の
立
場
よ
り
見
て
、
い
つ
れ
の

論
放
・
も
種
々
激
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
紬
就
串
、
藤
澤
、
太
・
村
瓢
氏
の
論

文
は
、
特
に
我
々
の
曲
照
日
∵
ず
べ
き
聞
　
題
を
鑑
示
し
て
み
る
も
の
と
い
へ
よ

う
。
藤
澤
氏
が
、
年
瓦
及
び
丸
瓦
の
内
外
三
厩
の
う
ち
聴
に
外
減
部
め
礎
移

を
注
関
す
る
こ
と
と
、
卒
丸
雨
瓦
を
一
塊
の
も
の
と
し
て
資
料
軍
位
と
す
る

こ
と
と
、
こ
の
二
つ
の
一
賞
し
た
主
要
な
指
…
導
原
理
に
立
っ
て
試
み
ら
れ
た

古
瓦
の
編
隼
的
様
式
分
類
は
、
ひ
と
り
糖
…
河
泉
の
野
土
瓦
の
み
で
な
く
、
廣

く
我
が
露
瓦
の
全
膿
に
懸
…
用
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
創
見
に
満
ち
た
研
究

と
し
て
高
く
詐
儂
さ
る
べ
き
で
あ
る
．
、
麟
罰
単
瓦
、
軒
丸
瓦
、
或
は
竃
級
、
鵬

尾
等
の
’
獺
き
装
飾
．
文
楼
…
の
あ
る
古
瓦
の
み
を
研
究
三
三
と
し
て
、
從
爾
殆
ど

等
閑
親
さ
れ
て
る
た
堤
瓦
の
究
明
に
一
渉
を
進
め
ら
れ
た
木
村
疑
の
勢
も
多

と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
自
驕
と
し
て
も
霧
蛸
屋
瓦
の
研
究
上
貴
重
な
叢
舗

で
あ
る
が
、
な
ほ
康
た
、
そ
こ
に
於
、
い
て
撮
ら
れ
た
文
鎌
…
、
遺
物
棚
経
よ
り

の
揺
ぎ
な
い
撲
擁
方
法
は
、
今
後
の
彿
勲
考
實
畢
、
延
い
て
は
歴
史
考
古
學

の
研
…
究
法
に
有
し
刀
な
潮
繋
ぶ
を
難
牌
へ
る
・
も
の
と
い
へ
よ
弓
“
、

　
　
　
　
　
彙
　
・
　
　
報

　
薦
も
鶏
、
廣
い
騰
瑚
に
亙
る
撃
簡
　
で
あ
り
、
船
隊
そ
、
賦
が
乗
だ
碧
平
し
い

繊
問
で
あ
る
が
故
、
に
、
碑
究
の
第
…
藩
か
ら
薦
入
巖
頭
の
野
に
辛
酸
を
嘗
め

ね
ば
な
ら
・
な
い
の
が
佛
教
考
古
學
の
斑
状
で
あ
る
○
松
木
疑
は
百
九
十
入
の

古
碑
を
、
枠
野
疑
は
二
百
薫
牽
鍛
の
位
牌
を
一
々
實
斑
す
る
努
聾
を
敢
て
威

し
逡
げ
て
腸
ら
れ
る
。
署
七
人
に
し
て
、
資
料
蒙
集
の
み
に
醗
齪
と
し
て
他

を
顧
る
鹸
裕
少
き
こ
と
を
唯
一
の
理
由
に
畢
げ
て
、
濃
種
論
纂
に
兎
憩
の
詐

を
加
へ
ん
と
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
ぐ
見
胤
違
ひ
と
い
は
ざ
る
を

得
な
い
。
佛
教
考
古
學
の
離
と
し
て
の
膿
系
は
、
か
㌧
る
人
々
の
懸
命
の
業

績
の
上
に
立
っ
て
の
み
、
初
め
て
織
離
職
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
Q

　
塞
に
太
漫
目
ほ
、
編
婚
　
の
隅
籍
の
如
く
、
佛
㎞
黙
考
轡
魑
い
の
如
何
に
あ
る
べ
き
か

を
．
階
示
す
る
貴
重
な
文
献
…
と
し
て
、
執
筆
者
各
位
の
眞
塾
叛
努
力
に
敬
意
を

表
し
つ
㌦
知
見
玩
味
す
べ
き
籠
篇
で
あ
ら
う
讃
隅
六
倍
版
、
　
三
〇
八
頁
、
昭

和
牽
六
年
蹴
”
、
桑
名
文
講
堂
簸
行
、
淀
債
七
闘
）
〔
毛
利
久
）

晒

彙

艮叢二

二
　
學
　
研
　
究
　
禽
㈹

　
鯉
濃
　
六
月
ニ
ナ
八
臼
ハ
土
旨
午
後
一
時
傘
よ
り
文
墜
部
陳
列
館
第
一
教
窒

に
閲
…
催
、
稀
に
見
る
荒
天
℃
あ
っ
た
が
、
需
爾
を
冒
し
て
集
る
舜
勲
飯
南
、

左
記
の
講
演
を
開
…
い
た
。

　
蒲
鰭
猫
籟
厩
の
始
灘
縮
W
話
に
就
い
て
　
　
　
　
　
珊
　
品
　
彰
　
英
妖

　
　
　
　
　
　
　
醗
耀
二
工
丁
幽
ハ
扁
讐
　
　
姻
耀
鷲
羅
訓
　
　
　
論
ハ
・
八
七

（王55）



報

な
ほ
塞
講
灘
ほ
甥
縞
編
載
さ
れ
た
。

國
吏
藁
書
大
詰

　
蹴
月
謡
十
糊
糊
念
鳶
午
後
一
時
よ
り
樂
友
裏
漏
講
演
室
に
於
い
て
単
機
　
、

村
山
爾
筑
駕
會
の
下
に
開
催
。
爾
天
に
も
拘
ら
ず
多
緻
の
來
魯
磯
あ
り
、
左

艶
諸
官
の
講
演
を
聴
い
て
午
後
泥
臨
閉
會
し
た
。

開
愈
之
鼓

腸
教
講
式
の
雲
立
と
そ
の
基
鷹

黒
内
裏
に
就
い
て

洋
雛
玉
露
に
關
す
る
一
考
察

漿
蘇
に
就
い
て

蹴
購
良
韻
W
の
文
物
に
就
い
て
の
一
二
の
考
察

ゆ
糎
に
於
け
る
復
旧
意
畿
の
闘
題

醗
脅
之
熱讃
更
影
響
警

卒
出
敏
治
郎
疑

．
甥
田
秀
典
七

島
　
　
道
雄
氏

水
野
恭
一
郎
疑

築
出
敏
漕
鄭
氏

梅
原
末
治
疑

藤
　
　
直
聯
氏
・

村
出
修
　
一
家

　
六
一
十
七
鵬
ハ
火
ワ
午
後
六
隣
よ
り
酉
部
燈
撒
内
脇
’
生
引
戸
班
一
階
上
に
於
い
て

…
醐
會
。
寵
の
如
き
講
演
煎
班
究
獲
表
が
あ
っ
て
盛
魯
で
あ
っ
た
。

麟
災
科
春
季
響
応
籏
管
報
告
　
　
瓢
続
生

鞭
騰
離
麹
　
　
．
　
　
　
蝋
蕨
生

乙
翻
艦
火
欝
騨
に
就
い
て
　
　
大
撃
院
雛
生

ψ
世
宋
期
に
於
締
る
一
農
村
の
敬
治
的
紐
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
濃
助
教
擾

村石梅

淘灘原

修　隆

一激章
賃．疑疑

串
村
直
勝
疑

嬢
鷹
　
乎
六
轡
　
　
轄
廻
蹴
羅
醐
　
　
論
旨
八
八

東
洋
吏
談
語
璽

　
例
禽
　
六
鍔
六
鷺
ハ
火
）
午
後
穴
時
よ
り
樂
友
魯
館
に
於
て
騰
催
。
宮
崎
、

臨
村
里
写
方
授
、
森
鹿
一
…
…
K
以
下
譲
學
±
、
墨
艦
多
難
滲
集
、
湘
め
講
濾
を

臨
く
。

　
唐
代
國
忌
徳
香
に
晶
堪
ぎ
て
　
　
　
　
　
藪
擾
　
郷
　
渡
　
利
　
貞
K

國
忌
行
香
は
北
魏
以
來
谷
は
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
挾
い
…
眠
ら
れ
た
全
面
に
於
て

で
あ
っ
た
。
然
る
に
唐
に
於
て
は
そ
れ
が
國
家
的
儀
瀧
と
し
て
綱
度
化
せ
ら

れ
國
民
一
般
に
及
ぼ
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
開
…
元
令
が
で
き
て
か
ら
以
後
の

こ
と
で
あ
る
Q
冶
に
關
し
、
敦
鰹
父
欝
を
始
め
幾
多
の
史
料
に
よ
っ
て
立
謹

し
、
そ
の
政
治
的
意
嚢
に
…
翼
及
し
た
。

東
方
文
化
醗
究
所
記
開
講
趨
…

五
月
二
十
四
臓
撚
目
）
午
後
一
瞬
よ
り
簡
所
講
愉
…
に
於
て
開
催
。

暦
法
概
醗

　
羅
本
謄
羅
大
綱

　
謄
法
改
草
案
に
つ
い
て

山ハ

試
ｵ
鷺
ハ
ふ
⊥
）
午
後
一
油
時
雫
よ
り

　
爾
臓
文
化
の
研
鍵
と
そ
の
惹
嚢

　
爽
郷
に
於
け
る
胤
騨
高
嶺

六
澄
不
明
臓
概
則
〉
午
後
…
二

野艮嘱蝿蝿僻

灘託旧識

士二士負員

挙　荒能

由木削

回
亮
氏

俊
馬
氏

溝
断
雲

化東i鋳

饒㌔
研凍研
雛方舞
員文員

弓長

鼠1尾

捷軍

雄人
疑幾

薫
辮
の
記
録
と
し
て
ゐ
雛
骨
文
と
銅
撚
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側
帯
頓

挙
岡
裁
央
氏

（15の



關
窺
粥
玉
壷
文
化
所
見
ハ
大
長
肉
鶴
獲
懸
物
農
麟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
託
員
　
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
鷺
簿
屋
体

　
　
　
　
礪
洋
更
護
書
髭

療
　
末
　
治
幾

　
例
露
　
昭
廟
十
六
年
六
月
十
四
騰
、
午
後
一
時
よ
り
於
樂
友
會
館
講
演
窒
、

本
丁
度
第
二
殉
職
會
を
開
催
、
原
教
授
、
無
上
講
師
を
始
め
磁
高
よ
り
数
多

の
蓼
會
者
を
見
識
常
な
壷
錐
で
あ
っ
た
⇔
講
演
會
後
別
室
に
て
茶
話
魯
を
畷
…

．
催
、
厘
教
授
以
下
満
席
訳
義
下
名
。

　一

A
」
ツ
ン
ケ
の
政
治
史
観
と
ニ
イ
チ
エ
の
悲
翻
帯
心
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
虎
賀
姦
賊

地
理
學
談
話
禽

　
例
露
　
　
菰
月
乱
一
国
帝
日
ハ
金
）
紀
丁
後
一
仙
時
小
†
よ
り
轡
鮎
柵
凹
室
に
て
㎜
幽
催
、
　
磯
｝
命
”
出
《

二
十
各
。

一、

�
x
支
郷
牛
島
の
米
穀
資
源
　
　
　
　
　
　
西
　
田
　
聯
　
夫
氏

　
例
禽
　
七
月
一
H
（
火
）
午
後
…
…
…
縫
雫
よ
り
實
鱒
室
に
於
て
…
囲
催
、
瓢
十
一

名
欝
欝
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

～、

｣
郷
事
遜
を
量
る
猶
太
簡
題
　
　
　
　
岡
本
信
太
予
土

　
地
理
繍
。
翠
毅
窒
藤
挙
薦
行
　
六
月
…
一
日
か
ら
肥
日
野
。
小
牧
教
授
、
野
閥
講

師
、
器
｝
上
助
手
、
繍
翻
手
の
外
、
…
一
早
生
は
石
m
、
今
井
痢
氏
、
雑
輩
は
串

醐
、
獣
脂
、
藤
野
、
吉
瞬
の
諸
氏
に
て
計
十
名
。

　
等
等
地
と
し
て
は
岡
出
縣
児
酷
灘
滞
癩
馳
の
興
除
村
を
溜
び
、
農
業
機
械

化
を
以
て
有
瓠
な
こ
の
村
の
實
精
聡
察
に
尻
餅
酬
を
難
い
た
。
機
械
化
の
木
質

は
要
す
る
に
眉
瀦
三
厩
機
を
極
慶
に
利
漸
…
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を

漏
本
式
ト
學
ク
ダ
ー
、
揚
水
ポ
ン
プ
或
は
蹴
難
機
等
鈴
動
力
と
し
て
絹
ゐ
、

農
業
の
機
械
化
と
舎
遡
的
纏
讐
を
企
記
し
て
み
る
。
三
池
競
察
に
際
し
て
は
、

翠
に
時
賜
下
常
爾
の
問
題
た
る
食
糧
増
燕
の
卿
．
黙
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
寧

ろ
憂
に
一
歩
碑
を
灘
煽
め
て
、
轟
鯉
村
へ
の
…
槻
械
…
導
入
に
よ
っ
て
鰍
起
る
購
本
農
村
の

敢
會
的
礎
質
と
い
ふ
短
い
糊
．
鮎
か
ら
乳
．
発
分
の
細
濁
を
…
謡
っ
た
。
　
　
農
業

割
り
働
力
の
滅
…
送
と
食
耀
謄
養
厘
の
膿
…
．
充
、
輝
含
糊
面
積
の
籏
．
張
と
捜
醒
競
四
土
地
問
題

の
解
決
、
資
材
不
足
と
助
威
金
の
交
付
、
ト
ラ
ク
4
一
と
降
爾
、
農
業
機
械

化
と
日
木
内
地
の
農
．
村
人
口
保
有
錆
の
増
滅
、
更
に
瀬
洲
或
は
泰
國
の
如
．
き

濃
副
い
國
を
密
…
む
東
亜
繭
上
階
…
闘
に
於
て
日
木
農
業
の
占
む
べ
き
意
櫓
城
と
今
待
【
の

叢
路
等
、
窮
舶
一
行
は
夫
々
か
』
る
電
要
問
題
と
翼
剣
に
取
細
ん
で
、
，
僅
か

青
讐
鯉
象
ら
極
め
て
薬
嚢
で
あ
っ
た
二
兎
　
　
瑚

　
爾
ほ
四
日
毘
午
す
ぎ
倉
敷
騨
に
て
解
散
後
、
蹴
鞠
轍
．
名
は
更
に
廣
轟
方
面
　
（

を
纏
て
山
口
縣
へ
廻
り
、
秋
芳
洞
を
も
見
墨
し
て
麟
洛
し
た
。

訂
ル
ー
ベ
フ
藪
授
の
來
學

　
佛
印
と
総
木
と
の
秘
術
交
轍
籔
授
と
し
て
案
朝
し
た
海
内
極
康
墨
院
倉
負

ゴ
ル
ー
ベ
ソ
　
　
（
＜
簡
6
仲
O
塊
　
O
◎
囮
O
瓢
び
③
蔑
▽
　
疑
は
漏
ハ
ロ
月
十
就
籍
入
洛
、
　
翌
朝
霊
山
り

に
本
雛
を
來
織
し
た
○
温
田
総
長
を
始
め
松
木
名
讐
教
授
、
梅
原
教
擾
等
奮

蝋
と
快
談
の
後
、
岡
欝
宿
望
…
蒔
よ
り
樂
友
黒
黒
に
於
い
て
「
極
棄
門
院
と

そ
の
考
古
雛
酌
審
業
」
な
る
講
演
を
行
っ
た
。
舞
づ
極
東
離
院
の
毒
業
、
鋼

博
物
館
の
内
容
を
紹
介
し
た
後
、
印
度
交
響
の
影
轡
を
受
け
た
カ
ソ
ボ
ヂ
ア

と
ラ
オ
ス
、
難
び
に
西
郷
交
明
と
の
交
渉
の
多
い
餐
南
∴
災
勲
等
こ
の
建
つ
の

魏

報

第
…
　
十
山
ハ
轟
腰
　
　
齢
策
蹴
難
　
　
　
ゐ
ハ
八
九



報

櫨
謝
嵩
十
編
ハ
巻
　
　
櫨
謝
蹴
縛
脚
　
　
　
山
ハ
九
〇

異
っ
た
交
化
鵬
に
就
い
て
…
遡
べ
、
こ
の
地
の
政
治
更
々
煎
び
に
文
化
災
的
推

移
を
概
縄
し
た
。
晶
崩
嚢
に
於
い
て
は
特
に
ク
メ
ー
ル
の
ア
ン
慧
ー
ル
・
ヅ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ッ
ト
の
瀞
｝
跡
が
、
後
齋
…
に
て
は
漢
代
の
顎
脚
蕪
、
銅
鼓
の
…
悶
題
等
が
興
味
津
…
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
⇔
か
く
て
数
授
は
更
に
十
七
群
舞
友
男
欝
邸
を
訪
れ
、
そ

の
蒐
集
遺
物
を
見
藥
し
た
後
、
伺
覆
は
樽
び
貝
佛
畢
館
に
て
ア
ン
コ
ー
ル
。

ヅ
ア
ッ
ト
の
遺
跡
に
關
す
る
公
開
…
講
…
演
を
行
ひ
、
獲
麟
蹴
に
は
我
が
史
漿
科

陳
鋼
館
を
も
難
聴
教
聖
職
の
案
内
で
見
學
す
る
魔
が
あ
っ
た
。
悶
み
℃
問
博

漁
は
二
十
年
家
佛
領
印
度
支
郷
に
あ
っ
て
、
岡
地
の
考
古
畢
的
遺
跡
澱
物
に

關
す
る
調
搬
報
…
告
を
・
公
に
し
て
み
る
考
を
無
策
上
灘
佛
教
史
に
澁
詣
の
藻
い
攣

、
嚢
で
あ
る
。
〔
藤
岡
〕

　　

@
鱗
雲
髄
騒
螂
春
季
量
旋
蕪
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
絶
群
、
那
古
野
瀞
融
、
名
古
難
産
、
徳
川
藥

湿
田
疑
ハ
灘
酒
瓢
…
十
一
臼
）
　
術
館
、
國
立
陶
磁
器
試
験
所
、
瀬
戸
試
験
賜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
磁
器
陳
列
館
、
深
鐵
醗
敢

　
朝
八
隣
銀
鉱
騨
集
合
、
入
墨
四
十
九
分
名
古
諺
へ
病
ふ
。
　
一
行
ほ
繭
繊
先

生
、
藤
…
先
生
、
難
小
田
先
生
以
下
先
輩
雛
”
擁
す
べ
て
鷺
十
・
名
、
か
ア
頃
名
罹
窮
勝
…
騨

頭
に
降
　
り
た
ち
、
挙
肉
、
爾
ゆ
・
爾
先
曲
鷲
に
麹
へ
ら
れ
、
市
電
で
東
照
…
富
尺
肉

ふ
。

　
東
照
宮
、
郷
古
野
紳
歳
は
も
と
艦
古
騰
城
内
｝
…
…
の
丸
に
あ
り
、
明
治
初
年

蕉
賦
与
雛
蟹
断
食
跡
に
、
隣
接
し
て
移
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
○
東
紹
…
慰
は
元

瀦
繊
年
徳
…
川
町
薩
の
劇
建
、
糠
札
に
よ
れ
ば
灘
鶏
蒋
挾
守
藤
豚
書
次
の
施
瓢

で
あ
る
◎
剛
率
は
棚
方
に
あ
り
罷
隠
棲
櫛
繭
木
逡
で
、
舞
殿
の
蕉
揃
に
な
い

の
ほ
整
建
媛
の
激
闘
齢
都
脅
に
よ
る
と
愚
は
れ
る
。
そ
の
覇
烹
年
代
が
欝
党

の
東
照
寓
よ
り
古
い
こ
と
は
澆
員
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
建
築
簗
は
籍
し
く

劣
っ
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
熱
岬
・
胃
野
離
黒
肌
は
南
悶
緒
轡
に
よ
勃
仙
ば
、
　
懸
隔
醐
瓢
八
白
課
無
敵
蕾
牽
－
一
奮
∴
瓢
鍋
四
十
乱
川
貸
曲

論
に
よ
り
尾
張
難
路
古
野
礁
に
鎭
座
せ
ら
れ
た
天
蓋
醜
を
起
源
と
す
る
と
あ

る
。

　
そ
れ
よ
り
名
古
屡
城
に
向
ひ
、
隣
間
の
都
脅
上
外
苑
に
入
り
金
鋸
を
豊
叢

鏡
で
な
が
め
、
天
童
閣
の
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
莚
機
な
機
構
を
見
上
げ
る
に

と
“
め
た
。

　
徳
川
蕪
術
館
に
て
蝦
腰
し
た
承
の
は
、

「
由
伏
物
藷
欝
毬
」
ハ
…
…
…
謹
）
詞
は
二
條
爲
重
、
絡
は
補
講
不
詳
、
足
利
瞬
代

の
も
の
で
あ
る
9
ユ
、
の
他
、
旧
藩
公
三
人
の
化
粧
用
具
類
、
陶
磁
器
、
刀
劒
、

鍔
、
鉾
な
ど
の
古
器
物
で
あ
っ
た
。

　
劣
古
黒
磯
縦
陣
ノ
森
騨
よ
り
一
路
瀬
押
市
に
向
ふ
。
瀬
獅
に
遊
げ
ば
、
砂

煙
が
懐
し
く
、
市
の
申
央
を
躍
れ
る
川
は
泥
白
色
に
濁
っ
て
み
る
。
こ
れ
を

箆
て
も
、
こ
の
乙
甲
膿
が
陶
土
に
富
ん
で
み
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
衛
の
薗

側
に
は
家
内
工
業
的
な
陶
磁
器
製
塾
を
行
ふ
家
が
軒
を
蓮
ね
て
る
る
。

　
膳
立
陶
磁
器
試
…
鰍
瞬
瀬
戸
試
鱈
場
は
出
腹
部
に
あ
り
、
陳
鋼
場
に
案
内
さ

れ
、
滲
考
贔
と
し
て
籟
芦
よ
り
獲
掘
さ
れ
る
土
器
、
外
國
製
の
陶
磁
器
を
見

緩
し
、
欝
こ
㌦
で
製
作
さ
れ
た
陶
磁
器
は
多
く
鞍
野
曝
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
優
秀
な
も
の
に
は
我
々
を
驚
嘆
さ
す
も
の
も
多
く
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り

陶
磁
器
製
蓬
過
程
を
次
々
に
騒
騒
・
し
、
又
無
を
見
せ
て
貰
ふ
◎
古
式
の
登
り

窯
は
無
か
っ
た
が
、
丸
窯
、
角
窯
な
ど
を
見
、
讃
た
ト
ン
ネ
ル
縷
懸
る
最
覇

の
毒
の
を
発
せ
て
い
た
篤
い
海
。
ト
ン
ネ
ル
驚
に
よ
る
と
　
灘
玲
鱒
闘
、
　
…

（　lt一．S　）



楚
の
火
力
を
も
っ
て
燵
…
け
、
そ
の
操
作
が
闇
臨
な
く
行
は
れ
る
と
い
ふ
便
利

さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
所
を
画
し
て
陶
磁
器
陳
列
館
へ
ゆ
く
。
ζ
れ
は

他
の
地
に
於
け
る
物
燕
館
が
土
事
柄
か
く
の
如
き
形
を
と
っ
た
も
の
と
見
て

　
し
　
　
　
ぎ
ヘ
　
モ
ゆ

よ
し
と
危
、
必

　
潔
川
瀞
駄
は
そ
れ
よ
り
二
丁
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
・
も
と
八
葉
駄
駄

と
種
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
・
の
陶
黎
狛
犬
ほ
鱒
甕
で
あ
る
3
狛
犬
は
土
藏
に

安
縫
さ
れ
て
あ
り
、
少
し
購
い
の
で
凋
然
と
舞
見
娼
來
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉

蒔
代
の
す
ぐ
れ
た
作
品
で
、
茶
色
を
お
び
た
淡
緯
…
色
の
繭
螺
粛
は
諸
色
を
含
み
、

光
澤
も
美
は
し
い
Q

　
瀕
戸
記
念
橋
騨
よ
り
省
醤
．
ハ
汽
に
て
多
治
見
市
に
向
ふ
。
薄
幕
の
題
戸
市

を
巌
り
幽
路
に
か
㌦
る
と
こ
ろ
で
ハ
，
古
瀬
戸
」
な
る
騨
名
あ
り
瀬
類
物
の
護

臨
地
で
あ
ら
う
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
パ
ス
は
猛
烈
に
滴
員
で
相

當
つ
か
れ
て
み
る
我
々
に
は
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
治
見
で
は
点
“
久
腱

と
び
い
ど
う
や
に
分
宿
し
た
○

　
び
い
ビ
焔
ろ
や
に
泊
…
つ
た
人
々
は
、
…
糠
戸
薄
な
ら
〃
び
に
湘
…
挿
物
に
つ
、
い
て
の
西

隔
先
磁
の
御
化
講
義
を
舞
聴
し
た
。
二
翻
生
は
端
部
喜
久
腱
に
と
ま
っ
た
。

第
二
欝
念
ハ
H
〃
一
H
▽
　
応
小
但
俸
寺
、
購
国
管
ハ
寺
、
　
燃
料
掻
ハ
谷
一
寸
、
　
嚇
刀
鍛
冶
咽
場

　
朝
、
昨
厳
の
つ
か
れ
も
す
っ
か
り
休
め
た
我
々
は
、
興
亜
奉
公
臓
に
ふ
さ
，

ほ
し
く
六
隠
に
趨
床
し
た
。

朝
．
縷
ふ
ん
で
徒
渉
に
て
虎
湊
由
永
保
寺
に
陶
ふ
。
出
路
を
趣
え
て
永
保
寺
の

…叩

ﾔ
に
人
る
と
こ
」
の
蝋
色
は
實
に
絶
捷
で
あ
っ
て
、
支
郷
渋
縄
の
虎
淡
に

ち
な
ん
で
磁
渓
爵
と
禽
名
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
、
庭
の
池
に
か
風
る
橋
の
串

央
薦
隅
か
塵
と
な
っ
て
を
り
灘
…
を
な
が
め
る
に
ょ
い
、
醗
弥
弥
堂
は
文
聯
元
年
の

建
立
に
て
花
叡
聞
は
堂
内
よ
り
外
を
な
が
め
た
と
き
特
に
爽
麗
な
る
こ
と
を

知
る
。
麹
書
霊
も
爽
蟻
で
鎌
倉
瞬
代
の
建
築
と
し
て
ほ
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
魔
根
は
上
下
暦
と
も
化
粧
雛
が
一
本
も
な
く
、
軒
の
端
の
反
縛
が
仰
る

し
い
。
既
麗
へ
天
野
先
輩
が
た
つ
ね
て
來
ら
れ
た
⇔
そ
れ
よ
ウ
案
内
を
乞
ひ

古
文
霧
を
舞
見
す
る
。

　
…
、
餐
乎
　
　
釜

　
「
、
後
醍
醐
天
皇
論
購
鐙
蕉
月
十
九
爺
付
、
衛
騨
寺
住
持
職
の
こ
と
に
つ
き

　
　
上
洛
す
べ
き
旨
。

　
「
後
醍
醐
天
皇
輪
旨
」
南
騨
寺
住
持
と
し
て
上
洛
す
べ
き
旨
Q

　
「
後
醍
醐
天
皇
繍
旨
」
七
月
瓢
十
二
付
、
春
宮
大
夫
宛
、
元
期
上
入
が
南

　
売
輝
寺
住
持
を
蔽
う
け
し
た
こ
と
を
關
束
に
申
し
泌
せ
る
旨
Q

　
「
辮
宜
宣
旨
」
、
本
尤
を
南
妙
寺
へ
住
持
せ
し
む
る
こ
と
に
つ
い
て
後
簸
川
…

　
　
天
皇
の
勅
旨
を
傳
ふ
。

　
「
、
光
明
院
繍
旨
」
へ
、
錬
融
湾
息
塁
畿
、
足
利
義
満
讃
斌
賊
「
足
利
義
持
讃
駿
」
笥
，
足
利

　
嚢
敏
讃
状
」
。

　
一
、
虎
脇
羨
肉
交
港
日
、
　
一
帖
、
室
町
薩
、
代
末
期
の
文
書
を
お
さ
む
。

　
一
、
虎
濃
出
門
害
、
徳
川
町
代
の
端
脳
日
を
お
さ
む
。

　
一
、
慶
長
十
跡
絶
虎
漢
樹
永
保
寺
瞼
塊
朕
、
十
八
枚
継
、
一
帖
。

　
一
、
「
佛
艦
」
の
コ
字
一
軸
、
佛
徳
縄
師
筆

　
一
、
管
守
大
瀦
磁
器
骨
偏
、
　
一
軸

一、

u
ｶ
話
年
猛
雌
水
物
寺
霧
隠
鮫
欄
爾
村
野
論
裁
決
状
、
一
惣
褒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
誕
　
　
　
一

　
籍
に
影
色
の
略
燭
を
記
す
。

勝
編
の
交
書
黙
し
ぐ
、
冶
は
そ
の
一
階
で
あ
る
．
、
爲
に
瞬
賓
の
、
十
夢
野
、
一
管

（lr＞o）
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彙

報

第
諜
牽
穴
鹸
ψ
　
轄
廻
灘
難
撒
　
　
　
点
ハ
九
灘

を
舞
槻
す
み
い
と
蜜
が
な
か
っ
た
の
は
蟻
愈
鷲
あ
っ
た
。
夢
漉
箆
騨
よ
リ
ガ

ソ
リ
ソ
爵
一
に
て
灘
箆
騨
驚
。
そ
こ
か
ら
牽
一
緯
畿
纏
講
費
鈴
電
羅
に
て
願

興
轟
・
へ
陶
つ
た
○

　
こ
の
遜
で
ほ
、
、
願
輿
毒
は
蟹
藥
師
と
い
ふ
方
が
よ
く
わ
か
る
。
聯
傳
に
よ

れ〃

ﾎ
弘
仁
年
㎜
聞
億
…
鱒
訟
人
繍
岬
の
劇
建
と
い
ふ
。
本
轡
瀟
は
災
蕉
練
絹
四
の
．
W
胃
建
で
φ
の

る
が
、
ひ
ど
く
號
慶
し
て
み
る
。
併
し
露
髄
に
は
藤
原
陣
代
㍉
鎌
倉
累
代
の

佛
像
が
膿
汁
っ
て
を
り
、
縄
遜
如
來
ハ
こ
の
胎
内
銘
に
寛
．
…
兀
二
年
甲
鰻
覧
月
骨

蹴
鷺
驚
立
之
、
佛
藤
働
鷺
痩
鋤
蓬
聖
人
親
溝
、
大
尉
郷
糠
康
能
、
泰
氏
、
小

器
無
識
佛
と
あ
り
）
爾
脇
侍
ハ
交
殊
、
普
影
響
薩
）
四
天
薫
立
像
、
阿
輔
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫
來
、
牽
漁
礁
聰
、
四
光
鞍
薩
、
月
光
菩
薩
な
ど
が
、
完
金
に
そ
ろ
っ
て
現

移
し
て
ゐ
為
の
ほ
嚢
に
珍
ら
し
い
。
外
に
闘
蘇
…
瞬
代
の
判
物
類
を
舞
済
し

多
こ
。

瀞
ノ
　
瀬
興
響
を
算
し
、
繍
魚
勲
騨
よ
り
臓
見
に
鐵
、
鑓
鴻
〃
太
田
へ
ゆ
く
ゆ
騨
の
蘇
四

金
霊
に
て
叢
食
を
と
り
、
絶
ち
に
べ
ス
に
て
能
町
へ
向
つ
た
。
狸
掘
、
ハ
ス
が

故
障
し
た
の
で
器
丁
ば
か
り
田
奮
遭
を
汗
に
ま
み
れ
て
渉
み
な
ど
し
つ
、
薪

長
谷
寺
寮
で
ゆ
く
◎

　
籍
淡
口
谷
寺
は
こ
の
地
方
…
酪
…
の
名
鋼
で
、
獺
曽
播
…
抑
が
盛
で
あ
っ
た
雛
時

を
偲
ば
し
め
為
蟻
の
が
あ
る
9
今
慮
伸
々
毅
販
を
極
め
て
み
る
。

　
太
磁
、
志
奉
慰
、
撚
慮
塔
、
な
．
ど
の
國
甕
と
と
竜
に
や
は
り
黒
蜜
の
阿
禰
陀

簾
な
ら
び
に
厨
干
は
殊
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
即
厨
子
は
舞
闘
作
、
鰯
織

闘
矩
を
有
し
、
そ
の
灘
の
内
翻
の
叫
…
牽
澱
讐
薩
蹴
麹
闘
ほ
藤
原
末
の
纒
作
で
、

よ
く
保
存
憲
れ
て
る
て
、
見
螂
な
も
の
で
あ
る
蜷
寒
嚢
の
須
彊
壌
亀
冨
嵐
攣
．

つ
た
も
の
で
あ
る
。
本
穣
ほ
舞
凝
繊
架
な
，
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
縛
殿
に
て
多

く
の
専
簑
を
欝
晃
し
た
⇔
獄
に
つ
い
驚
瑞
の
を
鰍
剛
漏
す
れ
ば
．

　
一
、
繊
綴
盤
長
折
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嘆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
一
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輩
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一
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服
事
筑
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徳
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紙
金
泥
大
般
警
纏
臨
海

　
一
、
羅
奪
威
滋
剛
一
鵬
、
朝
繰
閥
よ
り
鯨
…
來
と
い
ふ
、
嘉
靖
升
九
年
庚
戌
＝

　
　
月
旧
婚
臼
と
あ
り
。

　
そ
れ
よ
り
町
役
場
の
方
に
案
内
し
て
い
た
“
い
て
、
臼
本
刀
鍛
錬
塾
に
ゆ

き
、
刀
鋼
鍛
錬
の
プ
質
セ
ス
を
見
せ
て
い
た
“
く
噸
そ
の
㎜
厳
霜
に
し
て
痩
難

な
る
繰
作
に
よ
り
鍛
へ
ら
れ
ゆ
く
と
こ
叩
、
9
に
醗
急
病
刀
の
特
殊
な
る
償
値
が
考

へ
ら
れ
る
．
、
そ
の
構
造
に
關
…
し
”
」
墨
・
漕
の
理
論
と
製
作
麿
の
轡
ハ
際
と
の
く
ひ

ち
が
ひ
な
ど
も
説
閉
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
魏
露
な
る
部
瀟
に
で
も
澱
は
れ
し

か
も
な
ほ
解
決
さ
れ
て
み
な
い
こ
と
で
あ
る
。
鐵
本
文
化
の
研
箆
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

斯
か
る
纏
験
を
重
ん
じ
こ
れ
を
理
論
化
す
る
態
度
が
強
く
要
求
さ
る
べ
き
で

は
冷
な
い
か
と
田
聯
は
、
れ
る
。

　
建
策
騨
よ
り
電
熱
・
で
敲
阜
に
晦
ひ
目
撃
阜
に
て
夕
食
を
と
り
、
七
時
す
ぎ

の
列
露
曙
で
京
へ
酔
蹄
途
に
つ
い
た
。

　
最
後
に
今
翻
の
旗
行
に
際
し
て
、
色
々
の
便
鋸
と
厚
意
を
惜
し
ま
れ
な
か

っ
た
方
々
に
解
く
欝
欝
を
ゆ
し
雪
げ
た
い
と
患
ふ
。
〔
擁
醸
隆
…
牽
観
）
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